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◇拠点形成の目的、必要性・重要性等：大学からの報告書（平成１７年４月現在）を抜粋 

＜本拠点がカバーする学問分野について＞  

本拠点では神経変性疾患と悪性腫瘍の分子病態の解明と、それに基づく治療法の開発研究を推進する。神経分
化・再生・変性と腫瘍細胞の増殖・転移には多くの共通分子機構が関与していることが明らかになりつつあり、
我々も両者に係わる多くの新規共通分子を同定してきた。神経細胞死と腫瘍細胞増殖という両極の病態解明の研
究を統合的に進めることにより病態制御機構の解明と分子標的治療への展開を目指す。 

＜本拠点の目的＞ 
神経疾患研究、悪性腫瘍研究、臨床開発研究の３つの研究グループを組織し、グループ間のクロストークを促

進することにより神経変性疾患と悪性腫瘍の病態を担う標的分子を探索同定し、これをもとにこれらの克服に向
けた統合的分子医学の研究教育拠点を形成する。当該分野において世界をリードする最高水準レベルの研究を実
践するとともに、神経変性・悪性腫瘍の両面の視点を持ち、病態解明とともに分子標的治療を実践できる若手研
究者を育成する。 

＜計画：当初目的に対する進捗状況等＞ 

 COE研究員（助教授・ポスドク）、リサーチアシスタント、さらに担当者主宰講座の構成員を配置し研究推進
体制を整えることができた。これらの若手研究者の育成プログラムをスタートし、神経変性と悪性腫瘍の両極の
病態研究のクロストークが促進されてきており、さらに基礎医学研究からヒトへの応用を見据えた治療法開発を
目指すトランスレーショナルリサーチの方向が推進されつつある。これらの研究活動から新たな学術的知見が得
られてきており、その成果は世界のトップジャーナルに数多く掲載され、拠点形成は順調に進捗している。 

＜本拠点の特色＞ 

 本拠点の特徴は神経変性疾患と悪性腫瘍の病態形成に多くの共通分子が関わっていることに注目して、両者の
研究を統合的に展開し、新たな治療法の開発を目指す点であり、国内外に類を見ない。また基礎系を中心とする
「神経疾患・腫瘍分子医学研究センター」と臨床系を中心とする「遺伝子・再生医療センター」および関連部門
を有機的に組織して、基礎・臨床研究を包含する一連の研究教育システムの形成を目指す点でもユニークである。

＜本拠点のＣＯＥとしての重要性・発展性＞ 
神経変性疾患と悪性腫瘍はいずれも治療困難な難治性疾患の代表である。一方、これらの疾患に対する本格的

な分子標的治療の開発はこの10年間にブレイクスルーが期待される。従って現時点でこれらの克服に向けた研究
教育拠点を形成することは世界をリードする上で重要である。さらに名古屋地区は国立長寿医療センター、愛知
県がんセンター、愛知県心身障害者コロニーを有しており、これらとも連携することで一大世界的研究教育拠点
を形成しうる高いポテンシャルを有している。 

＜本プログラム終了後に期待される研究・教育の成果＞ 

 神経変性疾患と腫瘍の分子病態を統合的に解析し、そこから有効な分子標的治療が生まれる。これら病態解析
から治療に展開できる世界的な研究教育拠点が形成される。これはまた新たな研究領域ディシプリンの創成につ
ながる可能性がある。神経疾患・腫瘍分子医学研究センター、遺伝子・再生医療センターおよび環境医学研究所
などをコアにし、恒常的に本拠点の理念を実現しうる教育研究拠点を作りたい。これらにより、国際的視野を身
につけた独創性の高い若手研究者が育つとともに国際・社会連携・研究者の交流・共同研究・技術移転などが促
進されることが期待される。 

＜本拠点における学術的・社会的意義等＞ 

 難治性疾患の代表である神経変性疾患と悪性腫瘍の研究を統合的に展開し、名古屋大学発の新規治療法を世界
に発信していくことは学術的に重要であるのみならず、その社会的意義は極めて大きいと考えられる。既にこれ
らの疾患に罹患している国内外の患者などからも本拠点の成果に対して多くの問い合わせと期待が寄せられて
いる。 

◇２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における評価                

（総括評価） 

当初計画は順調に実施に移され、現行の努力を継続することによって目的達成が可能と判断され

る。 

 

（コメント） 

本プログラムは、細胞の死を基盤とする神経変性疾患と、細胞の無際限な増殖を基盤とする悪性

腫瘍という、一見無関係に見える疾患群に対して、両者に共通な基盤分子をいくつか同定したこと

を契機に計画され、提案されたものである。その目的は、両疾患群に共通な基盤分子をさらに同定

し、病態解明を進めるとともに、病態制御機構の解明を通して治療法の開発につなげることである。

このプログラムを通じて人材を育成することも十分考慮されており、実際に若手研究者が育って

きている。また、プログラム遂行に当たって、地の利を生かして愛知県がんセンター、国立長寿医

療センターなど、他の研究機関との連携を計画し、実行に移している。研究活動は、拠点リーダー

のイニシアティブの下に有機的な連携を採りつつ、順調に進んでいる。特に、拠点リーダーのグル

ープの研究は、神経変性疾患の一つである進行性筋萎縮症に対する根本的治療を開発するものであ

り、大いに期待されるところである。なお、拠点リーダーはこの研究によって、本年度「時実利彦

賞」を受賞したことは特筆すべき点である。これからは、研究者間のクロストークをより密にして、

神経細胞死と癌とのより明確な共通基盤を明示できるように計画を進めることを期待する。 

 

 

 

 


